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序

こ
こ
に
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
号
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
本
号
が
和
独
二
ヵ
国
語
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
背

景
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
の
十
一
月
十
六
日
、
聖
学
院
駒
込
キ
ャ
ン
パ
ス
の
女
子
聖
学
院
会
議
室
で
、
ド
イ
ツ
の
カ
ッ
セ
ル

大
学
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヴ
ア
イ
ス
教
授
を
迎
え
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
第
八
回
公
開
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
題
は
「
宗
教
史
か
ら
宗
教

社
会
学
へ
|
|
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
と
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ

l
パ
l
」
で
、

日
本
に
お
け
る
こ
の
方
面
の
研
究
者
も
参
加
し
、
真
剣
な
討

議
に
よ
る
知
的
交
流
の
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
続
い
て
一
九
九
一
年
三
月
十
八
日
に
は
、
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
の
国
際

会
議
場
で
、
テ
ュ

l
ピ
ン
ゲ
ン
大
学
教
授
で
、
ヴ
ェ

l
パ
i
研
究
の
権
威
者
で
あ
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
テ
ン
ブ
ル
ッ
ク
教
授
、
そ
れ
か
ら
二

年
前
に
一
度
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
に
来
て
講
演
し
て
下
さ
っ
た
有
名
な
宗
教
社
会
学
者
で
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
の
ヨ
ア
ヒ
ム
・
マ
ッ
テ

ス
教
授
を
迎
え
、
日
本
か
ら
は
ト
レ
ル
チ
研
究
の
第
一
人
者
近
藤
勝
彦
教
授
が
参
加
し
て
国
際
的
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ヴ
ェ

l
パ
!
と
ト
レ
ル

チ
の
宗
教
社
会
学
を
め
ぐ
っ
て
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

日
本
語
だ
け
で
読
ま
れ
る
に
は
惜
し
い
、
ま
こ
と
に
国
際
的
な
知
的
交

流
に
相
応
し
い
高
度
な
内
容
の
も
の
で
す
の
で
、
ド
イ
ツ
語
の
人
々
に
も
読
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
、
そ
の
通
訳
に
あ
た
っ
た
小
林
純
氏

(
立
教
大
学
助
教
授
〉
、
土
方
透
氏
〈
聖
学
院
大
学
専
任
講
師
〉
、
荒
木
忠
義
氏
(
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
〉
諸
氏
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、

3 



ド
イ
ツ
語
と
日
本
語
の
両
テ
キ
ス
ト
を
掲
載
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
な
お
、
後
者
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

ウ
ェ
l
パ
l
の
会
、
ド
イ
ツ

4 

文
化
・
社
会
史
学
会
、
ド
イ
ツ
社
会
学
研
究
会
の
協
賛
を
得
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
種
の
会
に
は
珍
し
い
百
数
十
名
の
出
席
者
が
あ
り
、

活
発
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
は
、
こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
知
的
交
流
を
今
後
も
推
進
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

そ
の
際
、
休
憩
時
間
に
、
聖
学
院
大
学
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
伝
統
を
日
本
に
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

た
大
学
で
あ
る
こ
と
を
、
テ
ン
プ
ル
ッ
ク
教
授
、

マ
ッ
テ
ス
教
授
と
話
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
祖
国
ド
イ
ツ
を
意

識
さ
れ
て
か
、
本
大
学
の
設
立
の
理
念
に
大
変
興
味
を
も
た
れ
、
こ
れ
か
ら
の
交
流
に
意
欲
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
わ
れ
わ
れ
は
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
を
ド
イ
ツ
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
で
な
く
、
そ
の
英
米
的
発
展
に
、
ヴ
ェ
l
バ
ー
や
ト
レ
ル
チ
が
示
し
た
よ

う
な
関
心
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
そ
の
研
究
計
画
が
進
行
中
で
あ
る
、
総
合
研
究
所
の
共
同
研
究
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
イ
ズ
ム
」
は
、
本
研
究
所
の
問
題
意
識
の
方
向
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
共
同
研
究
は
、
私
学
振
興
財
団
の
助
成
の

対
象
と
な
り
ま
し
た
。
本
研
究
所
の
目
的
達
成
の
た
め
今
後
と
も
各
位
の
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
九
九
一
年
十
一
月
十
三
日

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
所
長

大
木
英
夫


